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大田区立障害者福祉施設整備基本計画（大田生活実習所）への意見要旨と区の考え方 

No. 分類 ご意見の要旨 区の考え方 

１ 説明会 説明会の開催を要望する。 新型コロナウイルスに係る緊急事

態宣言発令中は差し控えますが、今後

の感染状況に応じ、説明会の開催を検

討いたします。実施方法については、

感染症の状況を考慮し、改めてお知ら

せいたします。 

なお、今回いただいたご意見や、配

布いたしました資料については、区の

ホームページでも公表をすることと

しました。 

２ 計画案 既に計画が決定したかのような資

料に見える。地域交流や周辺環境への

配慮について考えていただけるのか。 

これまで地域の皆様とはお祭り等

を通してお付き合いをさせていただ

き、多大なるご支援を賜ってまいりま

したこと、深く御礼申し上げます。改

築後も、引き続き変わりないお付き合

いをさせていただくことからも、周辺

環境への配慮につきましては、地域の

皆様のご意見を踏まえながら本計画

を進めてまいります。 

３ 計画案 配布された資料では、配置案が分か

りづらい。近隣住宅との境界と建物の

高さについて具体的な図面で示して

ほしい。 

詳細な配置及び建物の高さについ

ては、建築基準法を遵守するととも

に、建物高さにおける圧迫感の軽減等

を考慮しながら、基本設計の中で検討

してまいります。 

検討が進み、詳細な図面等の用意が

出来た段階で改めて説明させていた

だきます。なお、敷地が区道に接する

部分は、区の「公共施設整備指針」に

基づき、現況の道路に沿って、施設敷

地内に幅２ｍの歩道を整備いたしま

す。 

４ 実習所建設時

の取り交わし 

 

昭和 53 年に東京都が大田生活実習

所を新築した際に覚書を交わしたと

聞いている。内容を遵守してほしい。 

地域住民の方と東京都の間で書面

で取り交わした覚書は、区でも内容を

把握しております。取り交わし当時か

ら年数が経過しておりますので、当事
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者の方々と改めて内容を確認しなが

ら進めてまいります。 

５ 実習所建設時

の取り交わし 

 

新築時の説明会で、東京都から①将

来の増改築時には既存の高さ以上の

建物は建築しない。②園庭には増築し

ない。と説明があった。本計画はこの

約束を守っているのか。 

近隣にお住まいの皆様にとって、環

境の変化を心配されるお気持ちは十

分存じております。 

実習所建設後、49年が経過し、障が

いのある方の状況は大きく変化して

おります。障がいのある方の人数が大

変増加している一方、ご家族の高齢化

で、ご家族に頼る支援が困難となり、

日中の活動の場としての通所施設の

整備拡充が求められております。 

また、大田生活実習所が建設された

昭和 50 年代とは異なり、現在の建築

基準は、より環境に配慮されたものに

変わってきております。皆様のご意見

を踏まえながら、現在の建築基準等法

令を遵守し、双方にとって良好な環境

が整備できる計画となるよう、今後ご

説明の機会を持ちたいと存じますの

で、何卒ご理解のほど、よろしくお願

いいたします。 

６ 周囲への影響

（日照） 

４階建ての建物が建つと、周囲の住

宅の日差しが遮られるのではないか。 

中高層建築物が周囲に落とす日影

の時間を規制する建築基準法の日影

規制を遵守するとともに、「大田区中

高層建築物の建築に係る紛争の予防

と調整に関する条例」に基づき、日照

等について事前に説明させていただ

きます。 

７ 周囲への影響

（風向き） 

建物の高さが高くなることで風向

きへの影響はあるのか。また、２棟建

つことで建物間の通路に強い風が吹

くことになるが、台風時などの対策は

されるのか。 

建物の詳細な配置とともに、基本設

計の中で検討していきます。 

検討が進み、詳細な図面等の用意が出

来た段階で、改めて説明させていただ

きます。  

８ 周囲への影響

（テレビの電

波） 

４階建てが建つことでテレビの電

波に影響はないのか。 

設計の各段階では、デジタルテレ

ビ放送受信障害予測調査を実施いた

します。調査の結果、受信障害が見

込まれた場合は、「大田区デジタルテ



令和３年６月 大田区福祉部障害福祉課施設担当 

レビ放送受信障害対策処理要領」に

基づき、受信障害対策を行います。 

９ 建物 ４階建ての建物が２棟必要な理由

を教えてほしい。３階建てや、１棟だ

けにすることは出来ないのか。 

実習所建設後、49年が経過し、障が

いのある方の状況は大きく変化して

おります。障がいのある方の人数が大

変増加している一方、ご家族の高齢化

で、ご家族に頼る支援が困難となり、

日中の活動の場としての通所施設の

整備拡充が求められております。 

何卒、本計画にご理解をいただけま

すよう、お願い申し上げます。 

なお、現大田生活実習所の高さは２

階建てで 8.6ｍです。改築後は４階建

ての予定ですが、設計前のため現時点

では正確な高さは未定です。建築基準

法を遵守するとともに、建物高さにお

ける圧迫感の低減等を考慮しながら、

基本設計の中で検討していきます。参

考として、４階建ての区施設の高さは

約 15m～17mです。 

１０ 建物 現在の塀は改築後も位置等は変わ

らないのか。車庫の出入りなど、周囲

に影響が出るため、出入口等にはしな

いでほしい。 

塀については、公共施設整備指針に

基づき現況の道路に沿って幅２ｍの

歩道を整備するため一旦撤去し、歩道

整備後、セキュリティ対策として歩道

沿いに新設する予定です。 

詳細な位置や高さは、建物出入口の

位置とともに、今回いただいた意見を

参考に基本設計の中で検討していき

ます。 

１１ 建物 西棟と東棟建物の幅は現在と同じ

なのか。 

建物幅については、建物幅における

圧迫感の低減等を考慮しながら、基本

設計の中で検討していきます。 

検討が進み、詳細な図面等の用意が出

来た段階で改めて説明させていただ

きます。 

１２ 建物 本計画で通所者の大声が少しでも

聞こえなくなることを望む。 

今回いただいた意見を参考に遮音

性能の高い建具や吸音性能の高い仕

上げ材を使用するなどの防音対策を
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基本設計の中で検討していきます。 

１３ 建物 ４階建てとのことだが、水害時に一

般の住民も避難できる場所になるの

か。 

改築後も「福祉避難所」として使用

予定です。基本的な対象者は、高齢者、

障害者、乳幼児その他の特に配慮を要

する者（要配慮者）です。 

なお、大田生活実習所周辺で指定さ

れている水害時緊急避難場所は中萩

中小学校、出雲中学校、都南小学校、

出雲小学校等がございます。 

１４ 工事 工事の期間中、斜め向かいにある中

萩中小学校の生徒の安全は確保でき

るのか。 

交通誘導員の適切な配置や、登校時

間中の工事車両通行禁止等の措置を

行い、児童の安全を最優先に工事を進

めてまいります。 

１５ 工事 建設作業は平日の日中のみとし、土

日や祝日は行わないでほしい。 

作業時間については、日曜・祝日を

除く午前８時から 18 時を想定してい

ます。なお、解体等の大きな騒音を発

生させる作業については「都民の健康

と安全を確保する環境に関する条例」

に基づく特定建設作業となり作業時

間の指定及び騒音・振動に関する規制

が定められておりますので、これらに

遵守し作業を行います。 

詳細は、改築工事前に実施する工事説

明会において説明させていただきま

す。 

１６ 工事 建設納期が近くなっても決められ

た作業日、時刻は守るよう徹底してほ

しい。 

工事請負業者に対し、いただいたご

意見を周知徹底してまいります。 

１７ 工事 工事中に建設作業員が鉄パイプ等

を投げて地面に置くと音が響くため、

気を付けてほしい。 

工事請負業者に対し、いただいたご

意見を周知徹底してまいります。 

１８ 工事 工事期間中に作業車両が駐車する

ことで、近隣の住宅の車両が出入り出

来ないなど、迷惑がかからないように

してほしい。 

工事請負業者に対し、いただいたご

意見を周知徹底してまいります。 
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１９ 工事 工事業者の入れ替わりの際は、区か

ら作業員に常に指示を出してトラブ

ルにならないよう気を付けてほしい。 

工事請負業者に対し、いただいたご

意見を周知徹底してまいります。 

２０ 工事 夜間や休日に建設業者とトラブル

が発生した際の連絡先の提示と即時

対応をお願いしたい。 

工事請負業者に対し、いただいたご

意見を周知徹底してまいります。 

２１ バス 改築後、利用者の送迎バス及び駐車

場はどうなるのか。 

バスは引き続き利用者の送迎に使

用いたします。敷地内に利用者の乗降

を行う車寄せを確保いたします。 

バスの駐車及び運行方法について

は現在検討中のため、検討が進んだ段

階で改めてご説明いたします。 

２２ 駐車 選挙日や施設への送迎時に一般の

車両が駐車されることがあるが、今後

はないように建設前に考慮してほし

い。 

 敷地内に駐車スペースを確保いた

します。運営再開後も公道に駐車する

など、近隣にお住いの皆様にご迷惑を

おかけしないようにいたします。 

 なお、工事期間中は、作業内容によ

って工事車両が公道に駐車すること

が想定されます。 

その際は、所轄警察署と協議を行った

上で、交通誘導員を適切に配置し、安

全に配慮いたします。 

２３ 道路 利用者の人数に対して、周辺道路が

狭いのではないか。 

建物規模及び用途に対して各種法

令等で必要とされる道路の幅は、現状

の道路幅で確保しています。 

なお、本計画では、公共施設整備指針

に基づき現況の道路に沿って幅２ｍ

の歩道を整備します。 

２４ その他 桜の木はどうなるのか。 既存樹木の残置・移植・伐採につい

ては、建物の詳細な配置と併せて基本

設計の中で検討していきます。 

また、緑化については、「大田区みど

りの条例」に基づき緑化計画を検討し

ていきます。具体的な計画がまとまり

ましたら、ご説明いたします。 

 


